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みんななかよくね　逢隈児童館入館式



歳
入
に
お
い
て
は
景
気
の

悪
化
に
よ
る
町
税
収
入
の
減

少
、
地
方
交
付
税
で
は
若
干

の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
る
も

の
の
交
付
金
等
の
一
般
財
源

収
入
は
全
般
的
に
減
と
な
る

見
込
み
か
ら
、
不
足
分
を
財

政
調
整
基
金
︵
貯
金
︶
か
ら

取
り
崩
し
た
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
の
大
型
事

業
と
し
て
は
中
央
児
童
セ
ン

タ
ー
の
建
設
。
ま
た
、
就
業

機
会
確
保
策
と
し
て
の
緊
急

雇
用
創
出
等
の
事
業
が
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

除
く
予
算
規
模
は
86
億
２
，

０
４
７
万
円
と
な
り
、
前
年

度
対
比
1.2
％
減
の
緊
縮
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

21年度予算

予算総額192億6,474万円
新年度事業スタート

３
月
定
例
会
を
３
月
２
日
か
ら
３
月
19

日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
35
件
で
、

そ
の
う
ち
平
成
21
年
度
各
会
計
の
当
初
予

算
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
慎
重
審
議
の

結
果
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
町
の
考
え
を
質た

だ

し
ま
し
た
。

会　計　名 予　算　額 対 前 年 比
一 般 会 計 ８９億６,３００万円 ２．７%

特　

別　

会　

計

国民健康保険 ３５億７,４５８万円 ９．７％
奨学資金貸付 １,９６８万円 △１３．８％
公共下水道事業 １６億９１７万円 １．０％
老人保健 １２０万円 △９９．７％
土地取得 ５２１万円 △３．１％
介護保険 １９億１，５４９万円 ７．５％
介護認定審査会 ７２７万円 △２．３％
わたり温泉鳥の海 ３億９,２９７万円 ６．４％
後期高齢者医療 ２億３,９８４万円 △３．４％
工業用地等造成事業 １３億４,７２２万円 －

水道事業会計
収益的支出 8億５,４３０万円 ０.４％
資本的支出 ３億３,４７７万円 ３６．８％

予
算
審
査
を
特
別
委
員
会

に
付
託
す
る
前
に
２
人
が
総

括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
提
案
に
褒ほ

う

賞し
ょ
う

を

佐
藤
實
議
員　
行
政
参
加
意

識
を
高
め
る
た
め
、町
民
、職

員
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
提

案
を
募
集
し
、副
町
長
、課
長

で
構
成
す
る
提
案
審
査
会
を

設
立
し
、創
意
性
、経
済
性
、効

果
な
ど
の
評
価
を
行
い
、褒ほ

う

賞し
ょ
う

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

褒ほ
う

賞し
ょ
うや
補
助
金
交
付
を
行
う

企
画
財
政
課
長　
事
業
を
取

り
入
れ
る
か
は
、企
画
調
整
会

議
で
審
査
を
行
い
、町
長
が
決

定
し
ま
す
。採
択
さ
れ
た
方
に

は
町
か
ら
褒ほ

う

賞し
ょ
う

を
考
え
て
い

ま
す
。ま
た
、町
内
で
活
動
す

る
団
体
等
か
ら
事
業
等
を
企

画
し
、そ
の
取
り
組
み
ま
で
を

み
ず
か
ら
が
行
う
提
案
を
募

り
採
択
さ
れ
た
提
案
に
対
し

て
は
30
万
円
を
限
度
と
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

町
債︵
借
金
︶の
増
は

鞠
子
幸
則
議
員　
20
年
度
よ

り
町
債
、
国
庫
支
出
金
、
繰

入
金
が
増
加
し
て
い
る
。
投

資
的
経
費
で
増
、
積
立
金
で

減
の
主
な
要
因
は
。

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
を
建
設

企
画
財
政
課
長　
町
債
で
は

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
の
借
入
額
と
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
可
能
額
の
増
が

要
因
で
す
。
国
庫
支
出
金
は

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
に
か
か
る
国
庫
補
助
金
と

農
村
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
金
が
主
な
も
の
で

す
。
繰
入
金
で
は
中
央
児
童

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
大
型

事
業
に
加
え
、
町
税
収
入
が

減
と
な
る
こ
と
か
ら
財
政
調

整
基
金
か
ら
３
億
円
を
繰
り

入
れ
た
こ
と
が
増
の
要
因
で

す
。
投
資
的
経
費
は
こ
れ
ら

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
が
増
の
要
因
で
す
。

積
立
金
は
各
種
基
金
な
ど

利
率
の
低
下
に
よ
る
基
金
利

子
の
減
と
入
湯
税
の
減
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

21年度予算

総
括
質
疑

将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
町
政
運
営
を

一般会計　89.6億円の使い道

収 入

支 出

町税（39％）
35億2,729万円

89億6,300万円

89億6,300万円

繰入金（貯金の引き出し）
（3％）3億30万円

諸収入（4％）
3億1,794万円

分担金及び使用料（3％）
2億5,084万円

人件費（町長、議員、職員等の給与など）（23％）
20億8,604万円

扶助費（老人保護や児童手当てなど）
（9％）　7億9,589万円

物件費（委託料や消耗品など）（16％）
14億7,631万円補助費等（各団体への負担金など）（16％）

14億1,346万円

普通建設事業費（10％）
9億1,043万円

公債費（借金の返済金）（10％）
9億2,964万円

繰出金（特別会計などへ繰出）（13％）
11億7,592万円

その他（積立金、災害復旧費など）（2％）
1億7,528万円

地方交付税（25％）
22億4,000万円

町債（借金）（8％）
7億2,460万円交付金等（5％）

4億1,383万円

地方譲与税（2％）
1億8,500万円

県支出金（6％）
5億4,671万円

国庫支出金（4％）
3億8,433万円

その他（1％）
7,214万円
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21年度予算

歳　
　
入

問　
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
額
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る

理
由
は
。

税
務
課
参
事　

地
価
の
下

落
、
ま
た
在
来
分
の
家
屋
に

つ
い
て
は
、
新
し
い
評
価
基

準
に
よ
っ
て
評
価
を
見
直
し

ま
し
た
。
償
却
資
産
に
つ
い

て
は
、
企
業
の
設
備
投
資
の

落
ち
込
み
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
減
を
見

込
み
ま
し
た
。

問　
住
民
税
の
納
税
義
務
者

数
が
増
え
て
も
課
税
額
が

減
っ
て
い
る
が
。

税
務
課
参
事　
給
与
の
高
い

方
が
多
く
退
職
し
、
若
い
方

が
採
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、

課
税
所
得
と
な
る
所
得
が
減

る
た
め
で
す
。

問　
入
湯
税
が
550
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
が
。

産
業
観
光
課
長　
わ
た
り
温

泉
鳥
の
海
が
オ
ー
プ
ン
し
て

実
績
に
応
じ
て
人
数
が
あ
る

程
度
見
込
ま
れ
た
の
で
減
と

な
り
ま
し
た
。

問　
町
民
乗
合
自
動
車
の
乗

車
人
数
は
昨
年
よ
り
も
減
少

し
て
い
る
が
、
ど
れ
く
ら
い

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
班
長　
大
人
が

5
万
５
，
８
３
２
人
。
小
中

学
生
は
１
万
１
，１
６
５
人
。

障
害
者
の
方
は
５
，
１
４
３

人
。
合
計
で
７
万
２
，

１
４
０
人
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

問　
保
育
所
の
滞
納
繰
越
金

119
万
２
，
０
０
０
円
と
昨
年

よ
り
倍
に
な
っ
て
い
る
が
。

保
健
福
祉
課
班
長　
滞
納
金

が
増
え
て
い
る
中
で
督
促
等

に
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

予
算
額
を
倍
増
し
ま
し
た
。

問　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

３
億
円
を
繰
出
し
た
場
合
、

残
高
は
い
く
ら
か
。

企
画
財
政
課
主
幹　
予
算
上

で
い
く
と
５
億
１
，５
８
４
万

円
に
な
る
予
定
で
す
。

歳　
　
出

問　
交
通
安
全
母
の
会
は
全

行
政
区
で
立
ち
上
げ
た
の

か
、
ま
た
14
万
５
，
０
０
０

円
の
助
成
先
は
。

総
務
課
参
事　
昨
年
の
８
月

か
ら
38
行
政
区
で
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
助
成
は
行
政
区
で

は
な
く
亘
理
町
交
通
安
全
母

の
会
に
行
い
ま
す
。

問　
デ
マ
ン
ド
乗
合
自
動
車

を
運
行
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
班
長　
今
年
度

は
デ
マ
ン
ド
の
前
に
フ
リ
ー

乗
降
制
度
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
民
乗
合
自
動
車
の
委

託
先
で
あ
る
商
工
会
で
は
、

お
客
さ
ん
を
乗
せ
る
努
力
を

し
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
委
託
先
に

は
運
行
管
理
者
・
運
転
手
の

研
修
、
交
通
安
全
を
第
一
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　
納
税
貯
蓄
組
合
補
助
金

を
今
年
は
半
額
に
し
て
来
年

度
は
廃
止
と
な
る
が
、
残
金

が
あ
る
場
合
は
。

税
務
課
長　
基
本
的
に
は
返

還
に
な
り
ま
す
。

問　
新
設
消
火
栓
・
防
火
水

槽
、
今
年
度
は
何
基
で
い
く

ら
か
。

総
務
課
副
班
長　
消
火
栓
は

２
基
で
200
万
円
。
防
火
水
槽

は
１
基
で
500
万
円
で
す
。

査審予 算
会員別 委特

予算審査特別委員会は、平成21年度の一般会計、各種特別会計及び水道事業会計の計12件の
予算案を審査するため、議長を除く全議員で構成された委員会であり、３月12日から17日まで
書類審査・現地調査を行いました。

関係課長や担当者に出席を求め、質疑等を行い慎重に審査した結果、各種会計すべて「原案
のとおり可決する」ことに決定しました。

ここでは一般会計及び特別会計審査の主な質疑を紹介します。

どうなるあの事業？
徹底チェック!!

議
会
費　
１
億
２
︐３
９
３
万
円
の

内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

内　　訳 今年度 増減（前年）

議員報酬（20人） ６，２３８万円 ０万円

議会事務局職員給与（３人） １，１８９万円 △１９０万円

議員、職員期末手当等 ２，６８９万円 △９３万円

議員共済負担金等 １，３９７万円 △４２万円

議会費用弁償、視察調査等 ３０１万円 △１１１万円

交際費（議会からの慶弔費など） ７５万円 ０万円

議会だより印刷費、事務費 ２１８万円 △１０万円

会議録委託料 ８１万円 ０万円

備品購入費 １５万円 １２万円

負担金補助及び交付金 １６９万円 ０万円

その他（報償費、役務費、使用料など） １７万 １２万円

問　
わ
た
り
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
の
１
日
平
均
の
利
用
客

は
何
人
か
。
ま
た
、
利
用
客

に
生
活
指
導
や
介
護
予
防
の

企
画
は
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

１
日
平
均
94
人
位
で
す
。
大

広
間
を
ご
利
用
の
方
を
対
象

に
介
護
予
防
の
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

問　
逢
隈
保
育
園
委
託
料
が

減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

保
健
福
祉
課
班
長　
年
齢
に

よ
り
１
人
あ
た
り
の
基
本
保

育
単
価
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

５
歳
児
が
定
員
に
満
た
な

い
た
め
に
減
少
し
ま
し
た
。

問　
保
育
所
臨
時
職
員
の
時

給
を
改
定
し
た
か
。

保
健
福
祉
課
班
長　
20
年
度

に
820
円
に
改
定
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
近
隣
の
方
が
高
い
の
で
、

今
後
も
賃
金
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
要
求
し
て
行
き
ま
す
。

問　
太
陽
光
発
電
関
係
の
補

助
金
制
度
の
導
入
は
。

町
民
生
活
課
参
事　
要
項
を

整
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

６
月
議
会
ま
で
に
は
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

問　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整

備
事
業
は
。

上
下
水
道
課
長　
今
年
度
は

50
基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　
下
水
道
事
業
計
画

区
域
外
の
方
へ
の
説
明
は
。

上
下
水
道
課
長　
２
月
末
か

ら
３
月
に
下
水
道
区
域
か
ら
離

れ
た
行
政
区
を
中
心
に
10
カ

所
で
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

問　
下
水
道
事
業
は
鳥
の
海

の
環
境
浄
化
の
面
か
ら
考
え

て
大
局
的
に
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

上
下
水
道
課
長　
単
独
浄
化

槽
か
ら
の
排
水
が
一
番
水
質

を
汚
染
し
ま
す
。
単
独
浄
化

槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に
切
り

替
え
る
撤
去
費
の
補
助
制
度

を
利
用
し
な
が
ら
、
早
く
切

り
替
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な

方
法
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
不
法
投
棄
ご
み
処
理
委

託
料
の
減
額
の
理
由
は
。

町
民
生
活
課
参
事　
昨
年
度

は
タ
イ
ヤ
・
大
型
の
材
木
等

の
処
理
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
50
万
円
で
通
常
の
経

費
の
み
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
思
い
や
り
の
心
で
育
て

る
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
は
今
年
も
続
け
る
の
か
。

町
民
生
活
課
参
事　
今
年
度

は
春
１
回
公
共
地
等
の
経
費

分
を
対
応
し
、
各
行
政
区
の

分
に
つ
い
て
は
農
地
・
水
の

ほ
う
で
対
応
す
る
考
え
で

す
。
生
協
前
な
ど
の
花
壇
に

つ
い
て
は
春
・
秋
も
町
の
経

費
で
対
応
し
ま
す
。

問　
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業

委
託
料
と
は
。

農
業
委
員
会
班
長　
耕
作
放

棄
地
協
議
会
に
臨
時
職
員
１

名
の
人
件
費
と
事
務
費
で
す
。

問　
吉
田
中
部
地
区
土
地
改

良
調
査
計
画
事
業
負
担
金
の

内
容
は
。

産
業
観
光
課
班
長　
土
質
の

調
査
、
現
況
境
界
調
査
、
用

排
水
路
整
備
等
を
平
成
24
年

を
目
標
に
吉
田
中
部
補
助
整

備
工
事
を
す
る
も
の
で
す
。

再
質
問　
区
画
事
業
に
な
る

が
地
権
者
の
同
意
は
。

産
業
観
光
課
班
長　
地
権
者

209
名
で
98
％
の
同
意
が
進
ん

で
い
ま
す
。

問　
転
作
推
進
員
活
動
体
制

整
備
事
業
費
補
助
金
の
内

容
は
。

産
業
観
光
課
班
長　
生
産
調

整
の
取
り
ま
と
め
の
経
費
等

を
各
集
落
に
定
額
１
万
２
，０

０
０
円
補
助
す
る
も
の
で
す
。

問　
空
店
舗
活
用
推
進
事
業

改
修
費
の
減
額
の
理
由
は
。

産
業
観
光
課
長　
要
綱
等
を

作
り
な
が
ら
新
し
い
形
で
の

事
業
見
直
し
で
す
。

問　
中
小
企
業
振
興
資
金
融

資
預
託
金
、増
額
の
内
容
は
。

産
業
観
光
課
班
長　
融
資
限

度
額
を
１
，
０
０
０
万
円
に

増
額
し
ま
し
た
。

問　
橋
梁
点
検
業
務
委
託
料

の
内
容
は
。

都
市
建
設
課
班
長　
国
の
方

か
ら
15
ｍ
以
上
の
橋
の
強
度

を
調
べ
る
通
達
が
き
て
い
ま

す
。
町
と
し
ま
し
て
は
10
ｍ

以
上
の
橋
も
追
加
し
、
20
橋

を
点
検
す
る
予
定
で
す
。

21年度予算

現地調査
田沢農業用排水路改修工事

一
般
会
計
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国
民
健
康
保
険

問　
１
世
帯
あ
た
り
の
国
民

健
康
保
険
料
が
上
が
る
こ
と

は
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
班
長　
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
は
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

問　
病
院
に
か
か
っ
た
時
に

必
要
以
上
と
思
わ
れ
る
薬
を

出
さ
れ
た
が
、
町
と
し
て
指

導
は
し
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
町
は
医
療

機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
指
導
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
な
ど

で
負
担
の
軽
減
に
な
る
よ
う

に
今
後
、
積
極
的
に
医
師
会

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険

問　
老
人
福
祉
施
設
と
老
人

保
健
施
設
で
何
人
の
待
機
が

い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
主
幹　
老
人
福

祉
施
設
315
人
、老
人
保
健
施

設
で
26
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

問　
所
長
以
外
の
人
件
費
を

な
ぜ
特
別
会
計
で
処
理
し
な

い
の
か
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
所
長　

本
施
設
は
町
の
観
光
拠
点
施

設
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

温
泉
の
業
務
と
合
わ
せ
て
観

光
の
業
務
も
賄
う
た
め
、
応

援
を
１
人
、
産
業
観
光
課
で

処
理
し
て
い
ま
す
。

問　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金
が
減
額
に

な
っ
た
が
。

学
務
課
長　
国
の
学
習
指
導

要
綱
の
改
訂
に
よ
り
総
合
的

な
学
習
時
間
が
縮
減
さ
れ
た

た
め
で
す
。

問　
来
年
度
、
公
立
高
校
が

全
県
１
学
区
と
な
る
が
そ
れ

に
対
す
る
指
導
の
予
算
化
は
。

教
育
長　
町
と
し
て
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
県
が
直
接
各
中

学
校
に
指
導
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

問　
13
歳
の
社
会
の
架
け
橋

事
業
の
内
容
と
は
。

学
務
課
長　

実
施
は
11
月

中
、
清
掃
活
動
、
環
境
美
化

奉
仕
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護

体
験
、
幼
稚
園
保
育
所
で
の

支
援
活
動
な
ど
に
対
す
る
補

助
金
で
す
。

問　
家
庭
教
育
の
報
償
費
が

減
額
に
な
っ
て
い
る
が
。

生
涯
学
習
課
班
長　
19
、
20

年
度
と
県
の
補
助
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
21
年
度
は
補

助
対
象
外
に
な
り
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
派
遣
の
謝
礼
等
が

減
り
ま
し
た
。

問　
21
年
度
か
ら
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
に
対
す
る
交
通
費

が
出
な
く
な
る
と
継
続
し
て

仕
事
が
で
き
な
く
な
る
と
聞

い
て
い
る
が
。

生
涯
学
習
課
長　
費
用
弁
償

は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
１
、２
度
図
書

券
を
御
礼
と
し
て
差
し
上
げ

る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

問　
中
央
公
民
館
東
側
駐
車

場
整
備
の
内
容
は
。

中
央
公
民
館
館
長　
中
央
公

民
館
と
町
民
広
場
の
間
に
、

南
北
の
狭
い
道
路
脇
の
松
の

木
を
伐
採
し
て
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
作
る
工
事
で
す
。

問　
町
指
定
文
化
財
大
雄
寺

の
山
門
修
復
補
助
金
300
万
円

の
算
出
方
法
は
。

生
涯
学
習
課
長　
修
復
の
総

額
は
４
，
２
９
０
万
円
、
そ

の
範
囲
内
で
町
の
予
算
を
か

ん
が
み
な
が
ら
、
担
当
課
と

協
議
し
ま
し
た
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

で
は
サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設
も

審
議
さ
れ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
参
事　
広
い
用

地
を
必
要
と
す
る
の
で
、
そ

れ
も
合
わ
せ
て
可
能
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
学
校
給
食
で
地
場
産
品

を
使
っ
た
料
理
の
予
定
は
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
昨
年

よ
り
５
品
目
多
い
23
品
目
に

増
や
す
考
え
で
す
。

問　
吉
田
体
育
館
の
卓
球
台

を
仕
切
る
フ
ェ
ン
ス
が
鉄
製

で
高
齢
者
に
は
危
険
で
あ

る
。
軽
量
で
あ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
に
取
り
替
え
ら
れ

な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　
徐
々
に
計

画
的
に
買
い
換
え
ま
す
。

21年度予算

問　

今
の
と
こ
ろ
公
債
費

が
利
息
分
し
か
払
っ
て
な

い
か
ら
２
，
０
０
０
万
円

で
済
む
が
、
23
年
に
は
９
，

０
０
０
万
円
必
要
に
な
る
。

将
来
を
見
据
え
た
借
金
返
済

を
で
き
る
予
算
で
は
な
い
の

で
は
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
所
長　

償
還
計
画
が
あ
り
ま
す
の

で
、
計
画
に
沿
っ
た
運
営
を

し
て
い
ま
す
が
、
更
に
一
歩

踏
み
込
ん
だ
運
営
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

反
対
討
論

髙
野
孝
一
議
員

人
件
費
が
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
町

税
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
か
つ
、
借
金
返
済
を

見
据
え
た
よ
う
な
予
算
書
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私

は
こ
の
予
算
書
に
対
し
て
は

賛
成
で
き
か
ね
ま
す
。

賛
成
討
論

宍
戸
秀
正
議
員

こ
れ
は
21
年
度
当
初
予

算
、
ま
だ
実
績
も
１
年

ち
ょ
っ
と
と
い
う
こ
と
、
返

済
計
画
に
若
干
の
不
安
、
ま

た
一
般
会
計
か
ら
の
持
ち
出

し
等
々
の
不
安
が
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
当
局
は
改
善
等
を

図
り
な
が
ら
健
全
運
営
に
努

め
る
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た

の
で
賛
成
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

問　
流
域
下
水
道
維
持
管
理

負
担
金
に
つ
い
て
、
県
の
阿

武
隈
川
下
流
の
流
域
下
水
道

で
21
年
度
に
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
費
が
過
去
の
実

績
よ
り
も
３
年
間
で
約
１
，

７
０
０
万
円
引
き
下
が
る
と

い
う
報
道
が
あ
っ
た
。
町
で

は
ど
の
く
ら
い
の
経
費
削
減

に
な
る
か
。

上
下
水
道
課
長　
620
万
円
軽

減
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

再
質
問　
負
担
金
９
，
６
３

２
万
円
の
中
に
、
そ
の
分
は

入
っ
て
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長　
予
算
を
組

ん
だ
後
に
県
か
ら
の
指
示
が

あ
っ
た
の
で
、
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。

水
道
事
業
会
計

問　
昨
年
５
月
に
仙
塩
広
域

水
道
漏
水
事
故
の
教
訓
を
踏

ま
え
て
、
町
と
し
て
独
自
の

予
算
組
ん
だ
の
か
。

上
下
水
道
課
長　
鉄
道
の
下

や
国
道
を
横
断
し
て
い
る
所

は
、
万
が
一
漏
水
事
故
が

あ
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
工
事

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
21
年
度
は
で
き
る
だ

け
早
く
工
事
を
し
て
、
危
険

箇
所
を
少
な
く
す
る
予
算
を

組
ん
で
い
ま
す
。

工
業
用
地
等
造
成
事
業

問　
企
業
立
地
促
進
法
関
連

産
業
集
積
促
進
事
業
債
と
内

陸
工
業
用
地
等
造
成
事
業
債

の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
率
と
返
済

期
間
は
。

企
画
財
政
課
主
幹　
企
業
立

地
促
進
法
関
連
産
業
集
積
促

進
事
業
債
は
国
の
貸
付
金
で

無
利
子
で
す
。
貸
付
期
間

は
、５
年
以
内
で
、
22
年
度
、

エ
ム
セ
テ
ッ
ク
㈱
側
か
ら
お

金
が
入
り
次
第
返
却
す
る
予

定
で
す
。
内
陸
工
業
用
地
等

造
成
事
業
債
の
利
率
は
1.8
％

で
計
算
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
エ
ム
セ
テ
ッ
ク
㈱
側
か

ら
収
入
が
あ
り
次
第
返
済
す

る
考
え
で
す
。

問　
亘
理
中
央
地
区
工
業
用

地
造
成
工
事
で
21
年
度
は
32.6 

ha
の
う
ち
10 

ha
で
あ
る
が
、

道
路
、
上
下
水
道
ま
で
つ
く

る
の
か
。

企
画
財
政
課
班
長　
21
年
は

造
成
工
事
と
し
て
10 

ha
の
盛

土
を
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

次
に
造
成
地
周
辺
の
水
路

工
事
で
す
。
も
う
一
点
が
造

成
地
内
の
緑
地
工
で
す
。
こ

れ
ら
の
３
点
は
開
発
行
為
に

も
と
づ
く
行
為
で
す
の
で
町

で
造
成
後
に
企
業
側
に
引
き

渡
す
予
定
で
す
。

問　
こ
の
工
事
は
一
般
競
争

入
札
、
指
名
競
争
入
札
か
。

企
画
財
政
課
長　
現
在
の
と

こ
ろ
、
指
名
競
争
入
札
と
考

え
て
い
ま
す
。

21年度予算

中央児童センター建設予定地牛袋農業用排水路改修工事

公共下水道事業汚水枝線工事

予算審査特別委員長報告

討

論

各
種
会
計
す
べ
て

﹁
原
案
の
と
お
り
可

決
す
る
﹂
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
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国からの緊急生活支援‼ 定額給付金交付事業

5億7,024万円を追加補正

国
民
健
康
保
険

２
，
６
８
６
万
円

医
療
給
付
費
、
国
庫
負
担

金
補
助
金
返
還
金
等
の
増
額

な
ど
。

奨
学
資
金
貸
付△

２
８
１
万
円

貸
付
金
額
の
確
定
な
ど
に

よ
る
減
額
。

公
共
下
水
道
事
業

４
億
６
，
４
４
８
万
円

流
域
下
水
道
の
事
業
費
確

定
、
水
洗
便
所
改
造
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
金
の

限
度
額
を
変
更
、
事
業
債
の

借
り
換
え
が
主
な
も
の
。

老
人
保
健△

６
，
７
１
９
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

よ
り
平
成
20
年
３
月
分
の
医

療
費
支
払
い
の
予
算
か
ら
、

決
算
見
込
み
を
も
と
に
し
た

医
療
給
付
費
の
減
額
な
ど
。

介
護
保
険

１
，
６
５
４
万
円

制
度
改
正
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
費
確
定
に
伴
う
財
源
組

み
替
え
、
急
激
な
保
険
料
の

上
昇
を
抑
え
る
た
め
の
介
護

従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

基
金
へ
の
積
み
立
て
に
よ
る

増
額
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

５
，
５
６
２
万
円

消
費
税
の
還
付
金
、
加
算

金
を
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
運

営
基
金
に
積
み
立
て
る
も

の
。

後
期
高
齢
者
医
療

△
１
，
１
７
３
万
円

宮
城
県
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
か
ら
の
保
険
料
が
多

か
っ
た
こ
と
、
制
度
改
正
に

よ
り
軽
減
額
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
負
担
金
の
減
額
な
ど
。

水
道
事
業

資
本
的
収
入７

，
４
０
０
万
円

資
本
的
支
出７

，
４
１
９
万
円

繰
上
償
還
を
行
い
民
間
資

金
で
借
り
換
え
を
す
る
も
の
。

５
億
７
，
３
８
３
万
円

国
か
ら
の
生
活
支
援
と
し

て
、
定
額
給
付
金
及
び
給
付

に
か
か
わ
る
事
務
経
費
や
公

共
施
設
案
内
看
板
改
修
工
事

な
ど
に
よ
る
増
額
。
事
業
費

の
精
査
に
よ
る
減
額
。

△
２
，
５
５
６
万
円

事
業
費
の
精
査
に
よ
る
減

額
。
緊
急
措
置
と
し
て
実
施

さ
れ
る
子
育
て
応
援
特
別
手

当
、
老
人
憩
い
の
家
床
等
改

修
工
事
、
心
身
障
害
者
医
療

費
支
給
経
費
、
児
童
福
祉
事

務
経
費
な
ど
に
よ
る
増
額
。

△
３
６
２
万
円

事
業
費
確
定
や
事
業
費
の

精
査
に
よ
る
減
額
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
接
種
者
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
予
防
接
種

経
費
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査

な
ど
に
よ
る
増
額
。△

20
万
円

事
業
費
確
定
に
よ
る
減

額
。

７
３
３
万
円

大
畑
浜
地
区
等
の
農
地
を

水
被
害
か
ら
防
ぐ
た
め
の
東

新
堀
排
水
路
改
修
工
事
、
老

朽
化
の
た
め
﹁
海
浜
の
森
﹂

に
架
か
る
木
製
橋
の
改
修
工

事
な
ど
に
よ
る
増
額
。
逢
隈

西
部
地
区
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
事
業
の
事
業
費
確
定
に

よ
る
減
額
。

７
，
６
６
０
万
円

定
額
給
付
金
の
給
付
に
あ

た
り
、
２
割
増
の
﹁
プ
レ
ミ

ア
ム
さ
ざ
ん
か
商
品
券
﹂
実

施
事
業
補
助
金
、
空
き
店
舗

活
用
推
進
事
業
、
企
業
受
け

入
れ
の
た
め
ア
ク
セ
ス
道
路

整
備
事
業
、
橋
梁
整
備
事
業

な
ど
の
増
額
。△

１
７
８
万
円

鍋
倉
川
と
常
磐
線
交
差
点

の
河
川
改
修
工
事
な
ど
事
業

費
確
定
に
よ
る
減
額
。
亘
理

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
進
出
中
止
に
よ
る
都

市
計
画
区
域
変
更
委
託
料
の

減
額
。
箕
輪
峠
の
法
面
保
護

工
事
、
割
山
採
石
場
の
法
面

を
緑
化
す
る
工
事
な
ど
。
行

政
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
全
部
整
備

す
る
た
め
の
増
額
。△

７
万
円

事
業
費
確
定
や
事
業
費
の

精
査
に
よ
る
減
額
。
防
災
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
委
託
料

に
よ
る
増
額
。

７
８
２
万
円

小
学
校
、
特
別
支
援
学
級

が
１
ク
ラ
ス
増
え
る
こ
と
に

よ
る
関
係
備
品
購
入
経
費
。

老
朽
化
に
よ
る
中
央
公
民
館

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
補
強
工

事
な
ど
に
よ
る
増
額
。

補 正 予 算補 正 予 算

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

労
　
働
　
費

商
　
工
　
費

土
　
木
　
費

消
　
防
　
費

教
　
育
　
費

平
成
20
年
度
一
般
会
計

　
　
　

総
額
95
億
２
，９
２
９
万
円
に

平成20年度一般会計、各種特
別会計の補正予算をそれぞれ原
案のとおり可決しました。

ここでは一般会計及び特別会
計の主な事業を紹介します。

特
別
会
計

会　計　名 補正前の額 補　正　額 補正後の額 採決の結果

一 般 88億9,495万円 6億3,434万円 95億2,929万円 全員賛成で可決

国 民 健 康 保 険 36億2,882万円 2,686万円 36億5,569万円 全員賛成で可決

奨 学 資 金 貸 付 2,284万円 △281万円 2,002万円 全員賛成で可決

公 共 下 水 道 事 業 16億6,161万円 4億6,448万円 21億2,610万円 全員賛成で可決

老 人 保 健 3億4,432万円 △6,719万円 2億7,712万円 全員賛成で可決

介 護 保 険 17億9,616万円 1,654万円 18億1,270万円 全員賛成で可決

わ た り 温 泉 鳥 の 海 4億2,078万円 5,562万円 4億7,641万円 全員賛成で可決

後 期 高 齢 者 医 療 2億4,834万円 △1,173万円 2億3,661万円 全員賛成で可決

水道
資本的収入 9,185万円 7,400万円 1億6,585万円 全員賛成で可決

資本的支出 3億118万円 7,419万円 3億7,537万円 全員賛成で可決

議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。

http://www.town.watari.miyagi.jp/
詳しくは　亘理町議会事務局　電話 0223－34－0506
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提
案
理
由

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善

の
た
め
介
護
報
酬
が
改
定
さ

れ
ま
す
。改
定
に
伴
う
介
護

保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑

制
す
る
た
め
に
、亘
理
町
介
護

従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

問　
平
成
21
年
、
22
年
の
臨

時
的
な
措
置
か
。

保
健
福
祉
課
長　
そ
の
と
お

り
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

平
成
21
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
1
名
の
委
員
が
退
任

と
な
る
た
め
、
委
員
を
選
任

し
ま
し
た
。全

員
賛
成
で
同
意

佐
藤
徳
美
氏
︵
下
茨
田
︶

提
案
理
由

第
４
期
介
護
保
険
計
画
に

よ
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
の
給
付
に
保
険
料

の
不
足
が
生
じ
る
た
め
、
介

護
保
険
運
営
の
安
定
化
を
図

る
た
め
介
護
保
険
料
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

提
案
理
由

県
の
指
導
に
よ
り
事
業
債

︵
県
、
国
か
ら
の
借
金
︶
を

借
り
入
れ
す
る
た
め
に
は
、

特
別
会
計
の
設
置
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
誘
致

関
係
の
予
算
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
今
年
度
よ
り
特
別

会
計
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

提
案
理
由

町
長
の
申
し
出
、
行
財
政

改
革
の
一
環
に
よ
り
、
期
末

手
当
基
礎
額
に
乗
ず
る
割
合

を
4.4
％
か
ら
3.3
％
に
引
き
下

げ
る
改
正
で
す
。

問　

一
時
的
な
も
の
な
の

か
、
そ
れ
と
も
継
続
し
て
引

き
下
げ
る
の
か
。

総
務
課
長　
条
例
の
改
正
な

の
で
、
単
純
に
一
時
的
な
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　
削
減
額
は
。

総
務
課
長　
１
年
間
で
町
長

108
万
５
，
３
７
０
円
、
副
町

長
83
万
４
，９
０
０
円
で
す
。

問　
条
例
改
正
に
あ
た
っ
て

一
般
職
員
の
給
与
に
も
影
響

が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
条
例
改
正
を
し

て
い
な
い
の
で
一
般
職
員
の
給

与
に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

全
員
賛
成
で
可
決

提
案
理
由

視
聴
覚
機
材
・
教
材
の
貸

出
業
務
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
利
用
が
急
激
に
激

変
し
た
こ
と
や
負
担
金
の
抑

制
等
も
あ
り
、
岩
沼
市
、
亘

理
町
、
山
元
町
視
聴
覚
教
育

協
議
会
を
平
成
21
年
3
月
31

日
を
も
っ
て
解
散
し
ま
す
。

問　
今
後
、
町
と
し
て
視
聴

覚
教
育
の
活
動
、
普
及
な
ど

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
機
材
・
教

材
は
各
市
町
で
貸
出
業
務
を

行
い
、
中
央
公
民
館
に
事
務

所
を
置
き
な
が
ら
、
図
書
館

と
も
連
携
し
視
聴
覚
教
育
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

鞠
子
幸
則
議
員

景
気
悪
化
に
よ
り
町
民

の
暮
ら
し
が
非
常
に
大
変

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
介

護
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

抑
え
る
た
め
に
は
、
介
護

給
付
費
準
備
基
金
を
よ
り

一
層
取
り
崩
せ
ば
、
保
険

料
を
据
え
置
く
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

佐
藤
ア
ヤ
議
員

急
速
に
進
む
高
齢
化
社

会
に
伴
い
、
本
町
で
は
第

４
期
介
護
保
険
計
画
の
中

に
、新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
の
計
画
も
含
ま
れ
、

介
護
難
民
を
出
さ
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
上
で
や
む
を

得
な
い
改
正
と
考
え
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

︵
賛
成
18
人
　
反
対
1
人
︶

議 案 審 議

特
別
職
の
期
末
手
当
を
引
き
下
げ

合
計
192
万
円
の
削
減

視
聴
覚
教
育
協
議
会
を
廃
止

機
材
利
用
者
も
激
減

介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
を

基
金
を
設
置

工業用地造成に特別会計
円滑な運営と経理の適正を

緊急雇用創出事業に230万円

女性委員を２人以上に

議 案 審 議

条例の改正、協議会の
廃止など13件をそれぞれ原
案のとおり可決しました。

ここでは提案された議案
の主な内容を紹介します。

反
対
討
論

賛
成
討
論

教
育
委
員
会
委
員

２
月
臨
時
会
を
２
月
12
日
に
開
き
ま
し
た
。

町
長
よ
り
エ
ム
・
セ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
と
の
立
地
協

定
締
結
式
に
関
す
る
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
２
件
で
、
提
出
さ
れ
た

議
案
は
慎
重
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。生活防衛のための緊急対策として、景気悪化により離職を余儀な

くされた方に、就業機会を創出するものです。そのため臨時職員の
賃金等を一般会計に追加補正します。

（全員賛成で可決）

国民健康保険運営協議会の委員を２人増員し、９人の構成にする
ものです。委員については女性２人以上の選任を行い、充実強化、
活性化に努めていきます。

（全員賛成で可決）

２
月
臨
時
会

１
／
８　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

１
／
15　

議
員
会
役
員
会

１
／
19　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

１
／
23　

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

亘
理
名
取
地
区
市
町
議
会
連
絡
協
議
会
議
員
研
修

１
／
26　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支
社
へ
常
磐
線
の
整
備
促
進
要
望

１
／
27　

県
町
村
議
会
議
長
会
議
員
講
座

２
／
５　

議
員
会
議
員
研
修
会

２
／
12　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

第
13
回
亘
理
町
議
会
臨
時
会

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

２
／
13　

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

２
／
18　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸
支
社
へ
常
磐
線
の
整
備
促
進
要
望

２
／
20　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

２
／
25　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

３
／
２　

　

～　
　

第
14
回　

亘
理
町
議
会
定
例
会

３
／
19

介
護
保
険
料
引
き
上
げ

将
来
を
見
据
え
や
む
を
得
ず

議 動の会 き
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町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

「一般質問」は町長に対し、事務の執行状況や
将来に向けての考えなどを質

ただ

すものです。
今回10人の議員が行いました。

佐藤アヤ議員 ･･････････････････････13P
・わたり温泉の町民限定利活用を

妊婦健診の拡充、５回分から14回分無料について（掲載外）

高野　進議員 ･･････････････････････13P
・今後のイノシシ被害対策は
「わたり温泉鳥の海」の経理処理について（掲載外）

相澤久美子議員 ････････････････････14P
・フリー乗降制の実施を

庁舎等の安全・安心対策の促進について（掲載外）

安田重行議員 ･･････････････････････14P
・各家庭に太陽光発電の導入を

農政について（掲載外）

永浜紀次議員 ･･････････････････････15P
・空心菜の栽培実験を

漁業の振興について（掲載外）

鞠子幸則議員 ･･････････････････････15P
・アレルギーを理解し支えていくためには

宮城県沖地震対策について（掲載外）
企業誘致について（掲載外）

小野一雄議員 ･･････････････････････16P
・雇用確保の対策と充実は

髙野孝一議員 ･･････････････････････16P
・小中学校での地震災害時の予防対策と対応は

島田金一議員 ･･････････････････････17P
・第４次総合発展後期計画は

亘理町中央児童センター建設と児童館運営について（掲載外）

安藤美重子議員 ････････････････････17P
・山元町との合併は

運営委員会で審議

問　
町
内
の
人
限
定
で
、
誕

生
月
の
割
引
や
女
性
の
日
を

設
け
て
利
用
し
や
す
い
料
金

に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
お
客
さ
ま
の
声
を
大

切
に
し
、
現
場
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
、

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
運
営
委

員
会
に
お
い
て
審
議
し
て
い

き
ま
す
。

再
質
問　
町
内
に
転
入
さ
れ

る
方
や
結
婚
の
届
け
出
を
す

る
方
、
成
人
式
等
の
お
祝
い

の
と
き
に
割
引
券
を
発
行
す

る
な
ど
の
検
討
を
し
て
は
ど

う
か
。

町
長　
今
の
発
言
を
踏
ま
え

て
、運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

後
日
報
告
を
し
ま
す
。

再
質
問　
運
営
委
員
会
は
年

に
何
回
く
ら
い
開
か
れ
て
い

る
の
か
。

町
長　
運
営
委
員
会
は
、
10

人
で
組
織
さ
れ
、
毎
月
運
営

委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問　
当
日
サ
ー
ビ
ス
入
浴
券

を
２
日
か
ら
３
日
使
用
で
き
る

よ
う
に
改
正
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
近
隣
施
設
に
は
な
い

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
た
い
へ

ん
お
客
さ
ま
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
無
料
で

配
布
し
て
い
る
入
浴
券
が
例

え
ば
、
売
買
の
対
象
や
使
い

回
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
、
運
営
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

問　
イ
ノ
シ
シ
が
、
６
号
線

の
西
側
で
町
の
南
か
ら
北
端

ま
で
の
西
部
山
間
丘
陵
地
に

出
没
、
農
作
物
の
被
害
が
多

く
発
生
し
て
い
る
。
亘
理
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
南
側
に
も
あ

ら
わ
れ
、
近
隣
住
民
や
生
徒

へ
の
危
害
が
憂
慮
さ
れ
る
。

昨
年
４
月
か
ら
今
日
ま
で

の
被
害
、苦
情
件
数
と
そ
の
主

な
内
容
及
び
捕
獲
頭
数
は
。

町
長　
被
害
、
苦
情
件
数
は

20
件
程
度
で
、
西
部
丘
陵
地

帯
の
農
地
の
ほ
ぼ
全
域
か
ら

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
被

害
額
は
年
間
約
100
万
円
。
捕

獲
頭
数
は
、
平
成
20
年
度
で

11
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
昨
年
６
月
以
降
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

町
長　
昨
年
11
月
、
地
元
農

家
の
新
規
狩
猟
免
許
取
得
者

と
被
害
地
の
行
政
区
長
を
対

象
に
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

問　
今
後
の
被
害
対
策
は
。

町
長　
４
月
か
ら
10
月
に
有

害
鳥
獣
駆
除
隊
員
が
実
施
し

て
い
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
を
、

駆
除
隊
員
以
外
の
狩
猟
免
許

を
取
得
し
た
農
家
の
方
で
も

実
施
で
き
る
よ
う
に
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
被
害
防
除
対
策

と
し
て
電
気
柵
等
へ
の
補
助

金
や
狩
猟
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ

捕
獲
奨
励
金
を
平
成
21
年
度

当
初
予
算
で
提
案
、
さ
ら
に

は
亘
理
町
総
合
農
政
企
画
推

進
協
議
会
が
事
業
実
施
主
体

と
な
り
、
西
部
丘
陵
地
帯
に

箱
罠
等
の
増
設
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

一 般 質 問

わたり温泉の町民限定利活用を
佐
藤
ア
ヤ 

議
員

高
野　
進 

議
員

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
奨
励
金
を
提
案

今
後
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
は

「わたり温泉鳥の海　入浴サービス券」とは
・日帰り宴会のお客様に対し、サービス
で発行しているもの。
・宴会当日に発行する。

イノシシ捕獲罠の一例（くくり罠）
イノシシの通り道に適当なサイズの穴を
掘り、その上に先端をリング状にしたワ
イヤーをセットし、踏み込むことでワイ
ヤーが脚を縛る構造。

一
般
質
問
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一 般 質 問

問　
平
成
17
年
9
月
か
ら
の

運
行
で
現
在
ま
で
に
行
っ
て

き
た
改
善
策
は
。

町
長　
路
線
の
見
直
し
、
停

留
所
の
増
設
、
運
行
日
の
改

善
、
運
行
時
刻
の
見
直
し
の

4
点
で
す
。

問　
デ
マ
ン
ド
化
ま
で
の
対

策
と
し
て
、
比
較
的
交
通
量

の
少
な
い
路
線
に
限
定
し

て
、
高
齢
者
の
方
々
、
ま
た

身
体
障
害
者
の
方
々
の
対
策

の
た
め
に
フ
リ
ー
乗
車
区
間

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
フ
リ
ー
乗
降
制
に
つ

い
て
は
、
今
後
実
施
可
能
区

間
や
時
間
帯
、
効
果
等
に
つ

い
て
検
証
し
、
亘
理
町
地
域

交
通
会
議
の
委
員
の
方
々
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　
今
後
、
亘
理
町
地
域
公

共
交
通
会
議
で
は
、
ど
の
よ

う
な
改
善
策
を
検
討
し
て
い

く
の
か
。

町
長　
フ
リ
ー
乗
降
制
、
路

線
の
見
直
し
、
デ
マ
ン
ド
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
な
ど
を

考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
久
美
子 
議
員

実
施
に
向
け
て
検
討

フ
リ
ー
乗
降
制
の
実
施
を

普及拡大を推進

問　
国
補
助
と
町
内
特
別
措

置
に
対
す
る
補
助
金
助
成
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
国
、
県
、
町
が
同
一

シ
ス
テ
ム
に
補
助
す
る
こ
と

が
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
の
普
及
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
特
別
措
置

に
よ
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

上
乗
せ
補
助
も
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
導
入

し
て
い
る
住
宅
に
対
し
て
、

固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
は

あ
る
の
か
。

町
長　
固
定
資
産
税
の
軽
減

措
置
は
地
方
税
法
に
よ
り
、

新
築
住
宅
、
耐
震
改
修
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
熱
損
失

防
止
改
修
を
行
っ
た
住
宅
等

に
減
額
等
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
太

陽
光
整
備
に
対
す
る
減
額
措

置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
雇
用
環
境
が
厳
し
い
中

で
、
町
内
の
雇
用
体
制
の
確

保
が
で
き
る
こ
と
は
相
乗
効

果
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

町
長　
エ
ム
セ
テ
ッ
ク
㈱
の

誘
致
に
よ
り
雇
用
環
境
に
光

が
差
し
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。平

成
22
年
に
第
１
期
分
工

場
が
完
成
し
、
雇
用
の
面
で

は
今
後
５
年
程
度
を
か
け

て
、
約
１
，
０
０
０
人
規
模

の
工
場
に
な
り
、
最
終
的
に

は
地
元
か
ら
約
600
人
を
新
規

雇
用
す
る
計
画
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

各家庭に太陽光発電の導入を
安
田
重
行 

議
員

住宅用太陽光発電システム

地域の足「さざんか号」

一 般 質 問

ア
レ
ル
ギ
ー
を
理
解
し
支
え
て
い
く
た
め
に
は

関係機関と協議をして

問　
水
路
の
水
を
浄
化
す
る

た
め
空く

う

心し
ん

菜さ
い

の
栽
培
実
験
を

実
施
す
る
考
え
は
。

町
長　
こ
の
野
菜
は
熱
帯
ア

ジ
ア
原
産
で
、
１
年
草
の
た

め
毎
年
植
え
替
え
が
必
要
で

す
。
今
後
、
亘
理
土
地
改
良

区
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
水
質
を
浄
化
す

る
植
物
等
を
調
査
し
て
試
験

栽
培
等
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　
空く

う

心し
ん

菜さ
い

を
町
で
今

あ
る
水
路
で
実
証
し
実
験
し

て
は
。

町
長　
水
路
は
国
の
東
北
農

政
局
、
管
理
は
土
地
改
良
区

で
す
。
三
者
で
協
議
を
し
、

も
し
許
可
が
出
た
な
ら
ば
考

え
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
さ
け
ふ
化
場
の
建
設
が

遅
れ
て
い
る
が
い
つ
ま
で
完

成
さ
せ
る
の
か
。

町
長　
合
計
27
ヵ
所
の
井
戸

か
ら
地
下
水
を
採
取
し
、８
項

目
の
簡
易
検
査
に
よ
り
６
ヵ

所
を
選
定
し
ま
し
た
。現
在

18
項
目
の
水
質
調
査
を
行
っ

て
い
る
の
で
調
査
結
果
が
わ

か
り
次
第
報
告
し
ま
す
。

問　
阿
武
隈
川
を
シ
ジ
ミ
貝

の
漁
場
と
し
て
再
利
用
を
考

え
て
は
。

町
長　
シ
ジ
ミ
貝
は
淡
水
と

海
水
が
交
わ
る
付
近
で
生
息

し
ま
す
。
阿
武
隈
大お

お

堰ぜ
き

が
で

き
て
か
ら
水
系
が
変
わ
り
、

生
息
地
の
移
動
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
漁
業
関
係
者

と
協
議
を
し
な
が
ら
実
態
調

査
を
進
め
て
、
こ
れ
ら
の
調

査
を
漁
場
の
再
生
に
向
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
学
校
全
体
、
地
域
全
体

で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理

解
し
支
え
て
い
く
た
め
に
、

財
団
法
人
日
本
学
校
保
健
会

の
「
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
に
対
す
る
取
り
組
み
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
普
及
版
を
小

中
学
校
の
全
保
護
者
や
学
校

保
健
関
係
者
に
配
布
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

は
現
代
的
健
康
の
課
題
と
し

て
ま
れ
な
疾
患
で
は
な
く
、

町
内
す
べ
て
の
学
校
に
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
子
供
た
ち
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
対
応
の

第
一
は
保
護
者
と
学
校
と
の

連
携
に
な
り
ま
す
が
、
取
り

組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

他
の
子
供
た
ち
の
理
解
と
地

域
の
支
え
が
重
要
で
す
。
わ

か
り
や
す
い
啓
発
資
料
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
配
布

し
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
保
育
所（
逢
隈
保
育
園

含
む
）で
も
財
団
法
人
日
本

学
校
保
健
会
の「
学
校
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取
り

組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
徹
底

し
、活
か
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
保
育
所
関
係
に
つ

き
ま
し
て
も
、
小
中
学
校
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
地
域
の

方
々
に
も
わ
か
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
同
じ
よ
う
な
も
の

を
作
成
し
、
配
布
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

空
くう

心
しん

菜
さい

の栽培実験を
永
浜
紀
次 

議
員

鞠
子
幸
則 

議
員

啓
発
資
料
を
配
布
し
た
い

空心菜は、東南アジアで盛んに栽培されて
いる野菜で水辺に生育します。茎の中が空
洞になっているため、水をよく吸収するこ
とから水質浄化に利用されます。

アレルギー疾患の啓発資料
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一 般 質 問

問　
世
界
同
時
不
況
の
影
響

で
雇
用
情
勢
が
大
変
悪
化
し

て
い
る
。
農
業
、
漁
業
な
ど

の
人
手
不
足
が
心
配
さ
れ
て

い
る
が
、
雇
用
拡
大
の
た
め

の
方
策
や
農
家
の
実
態
に

あ
っ
た
施
策
の
考
え
は
。

町
長　
本
町
の
農
業
、
漁
業

の
経
営
形
態
は
個
人
事
業
が

主
流
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後

継
者
育
成
や
安
定
経
営
の
た

め
の
関
連
事
業
を
推
進
し
な

が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
に
つ
い
て
は
耕
作
放

棄
地
等
を
農
協
の
営
農
担
当

の
方
々
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
進
め
、
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
補
助
、
助
成

制
度
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
公
共
工
事
発
注
の
増
加

や
緊
急
雇
用
対
策
の
実
施

は
。

町
長　
国
の
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
町
発
注
予
定
工
事
等

の
前
倒
し
、
企
業
誘
致
に
か

か
る
造
成
事
業
の
創
設
、
通

常
ベ
ー
ス
の
工
事
費
等
も
早

め
の
発
注
で
雇
用
創
出
を
し

ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
振

興
資
金
の
融
資
限
度
額
を

１
，
０
０
０
万
円
に
増
額
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
16

人
の
臨
時
職
員
の
雇
用
。
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
で
も
委
託
先
で
16
人
の

緊
急
雇
用
が
図
ら
れ
ま
す
。

小
野
一
雄 
議
員

国
の
施
策
と
合
わ
せ
な
が
ら

雇
用
確
保
の
対
策
と
充
実
は

施設対策と指導を強化

問　
30
年
以
内
の

発
生
確
率
99
％
と

言
わ
れ
る
宮
城
県

沖
地
震
に
向
け

て
、
地
割
れ
、
津

波
、
ガ
ラ
ス
の
散

乱
、
蛍
光
灯
の
落

下
、負
傷
者
の
数
、

放
送
設
備
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
、
通
信

手
段
等
の
被
害
の

想
定
は
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長　
昭
和
53

年
の
宮
城
県
沖
地

震
の
と
き
は
被
害

が
無
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
被
害
想
定
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

問　
窓
ガ
ラ
ス
破
壊
の
予
防

対
策
は
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

ガ
ラ
ス
の
破
片

が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
、

フ
ィ
ル
ム
を
貼
れ
ば
少
し
は

い
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
金

も
か
か
る
こ
と
で
す
の
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
災
害
時
、
身
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
行
動
を
と

れ
る
人
は
い
る
か
。

教
育
長　
ど
の
程
度
徹
底
し

て
い
る
か
難
し
い
で
す
が
、

校
長
会
等
で
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

問　
児
童
生
徒
の
帰
宅
に
つ

い
て
、
保
護
者
と
の
事
前
の

取
り
決
め
は
し
て
い
る
か
。

教
育
長　
教
職
員
が
地
区
ご

と
に
引
率
し
て
集
団
下
校
さ

せ
る
方
法
、
災
害
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
、
メ
ー
ル
で
保
護
者
に

連
絡
し
、
児
童
の
引
き
渡
し

を
す
る
方
法
等
を
決
め
て
い

ま
す
。

小中学校での地震災害時の予防対策と対応は
髙
野
孝
一 

議
員

防災ずきんを着用した避難訓練（高屋小学校）

民家を借り入れ放課後の居場所作りを行う
託児指導員緊急雇用事業（児童クラブ逢隈分室）

一 般 質 問

山
元
町
と
の
合
併
は

５つの基本施策を骨格として

問　
後
期
計
画
に
つ
い
て
重

点
事
項
は
。

町
長　
平
成
18
年
か
ら
の
総

合
発
展
計
画
の
中
で
、
骨
格

と
し
て
５
つ
の
基
本
施
策
を

も
と
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
都
市
計
画
、
農
業
振
興

地
域
の
大
幅
な
見
直
し
は
あ

る
の
か
。

町
長　
現
時
点
で
は
そ
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
質
問　
今
年
度
は
工
業
誘

致
が
あ
り
、平
成
26
年
度
に

は
常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開

通
が
あ
る
。そ
れ
に
合
わ
せ
て

工
業
用
地
や
住
宅
地
を
早
め

に
計
画
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
先
行
投
資
よ
り
も
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
で
地

権
者
、
農
業
関
係
者
等
と
連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
企
業
進
出
を
促
進
す
る

計
画
は
あ
る
か
。
例
え
ば
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
自

動
車
関
連
な
ど
企
業
の
集
約

は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
あ
ら
か
じ
め
誘
致
の

た
め
の
用
地
を
確
保
で
き
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
企
業
が
進
出
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

問　
亘
理
・
山
元
町
の
合
併

は
平
成
17
年
３
月
に
時
期
尚

早
と
の
判
断
で
見
送
ら
れ

た
。
合
併
特
例
新
法
の
期
限

が
来
年
の
３
月
と
な
っ
た

が
、
山
元
町
と
の
合
併
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

町
長　
県
の
構
想
で
あ
る
二

市
二
町
の
合
併
も
合
わ
せ
、

議
論
を
見
据
え
な
が
ら
今
後

の
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す

問　
山
元
町
長
よ
り
合
併
に

つ
い
て
の
申
し
込
み
は
あ
っ

た
の
か
。

町
長　
口
頭
で
３
回
ほ
ど
あ

り
ま
し
た
。

問　
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の

か
。

町
長　
来
年
の
３
月
ま
で
と

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
こ
と

か
ら
、
合
併
の
方
式
に
つ
い

て
十
分
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

問　
合
併
の
条
件
と
は
。

町
長　
合
併
に
よ
り
新
た
な

市
町
村
が
実
現
す
る
に
は
議

会
と
私
、
町
民
の
意
思
が
一

致
し
な
け
れ
ば
難
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
議
会
と
町

民
の
皆
さ
ん
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

第４次総合発展後期計画は
島
田
金
一 

議
員

安
藤
美
重
子 

議
員

町
民
・
議
会
の
動
向
を
見
極
め
て

悠里館から見た町の様子

第４次亘理町総合発展計画

基本施策

○ 町民と築く「地域協働のまちづくり」
○ 安全で利便性の高い
　　　　「快適環境のまちづくり」
○ 安心して生涯を託せる
　　　　「保健福祉のまちづくり」
○ こころ豊かにふれあう
　　　　「教育・文化と交流のまちづくり」
○活力あふれる「産業拠点のまちづくり」
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委員会調査

告報間中

町民グループや地域の要請等により、議員が直接出向き議員の考えや議会運営、ま
ちづくりの課題などについて話し合います。住民の意見を議会運営に反映させるこ
とを目的として「議員の出前懇談会」を開催します。

絶えず政策等に対する問題・課題が生じている今、議会は、この問題・課題の把握
に努め、それぞれの解決に向けての考えを示すことが求められています。

議会では政策決定過程において住民参加が極めて重要であることから、地域住民等
の意見・提言等を反映させた問題・課題に取り組むものとし、その意見・提言等を直
接聴取する機会として、常任委員会ごとに各種団体等との懇談会を開催します。

平
成
20
年
７
月
８
日

防
災
に
つ
い
て
区
長
会

役
員
会
と
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
近
い
将
来
高

い
確
率
で
発
生
す
る
宮
城

県
沖
地
震
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
、
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
自

主
防
災
組
織
は
経
費
が
か

か
る
こ
と
や
少
な
い
世
帯

で
は
立
ち
上
げ
が
難
し
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

課
題
に
つ
い
て
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

議決結果に関し、町民に対してその経過及び説明責任を明らかにするため、議案等
に対する議員別の賛否等の状況を平成21年３月から次のページのとおり公表します。

次ページへ

第１回亘理町議会臨時会において「議会活性化調査特別委員会」が設
置され、議会活性化に向けての調査を行ってきました。

本会議で委員長から調査の概要と今後の議会運営について、中間報告
がありましたのでお知らせします。

議会活性化進行中！

委員会調査

町民グループや地域の要請等により、議員が直接出向き議員の考えや議会運営、更に、
町づくりの課題などについて話し合い、住民の意見を議会運営に反映させ、議会の機能
と役割を説明します。

詳しくは　亘理町議会事務局　電話 0223－34－0506

10人以上の町民の出席が見込める団体・グループ

まちづくりに関することなど

日時・場所についてはご相談に応じます。

出前懇談会を要請する団体等の代表者は、開催日の30日前までに議会事
務局へ要請書を提出してください。ＨＰからもダウンロードできます。

まちづくり等について議員と話してみませんか‼

「議員の出前懇談会」の募集

●利用できるのは

●懇談会のテーマ

●開催方法

●要請方法

議会活性化調査特別委員会

報告❶ 直接行きます!! 議員の出前懇談会

報告❷ 要望の声を議会に 議会懇談会

報告❸ 説明責任を 議員の賛否状況を公表

================  平成20年度　議会懇談会の様子  ================

総務常任委員会　亘理町区長会役員会

平
成
20
年
７
月
29
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
亘
理
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ッ

シ
ャ
リ
ー
ナ
周
辺
で
の
ご

み
焼
却
や
粗
大
ご
み
の
処

理
な
ど
身
近
な
問
題
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

産業建設常任委員会　亘理町シルバー人材センター

平
成
20
年
９
月
20
日

留
守
家
庭
に
お
け
る
児

童
対
策
と
亘
理
町
中
央
児

童
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い

て
亘
理
児
童
ク
ラ
ブ
保
護

者
と
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
時
間
帯
の
拡
大
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
等
が

あ
り
ま
し
た
。

教育福祉常任委員会　亘理児童クラブ保護者
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議案等番号 件　　　　　　名

議

決

月

日

出

席

者

数

表

決

者

数

賛

成

反

対

議

決

結

果

議　　　　　員　　　　　名　　　　（　議　席　番　号　順　）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

小　

野　

一　

雄

熊　

澤　
　
　

勇

鞠　

子　

幸　

則

相　

澤　

久
美
子

渡　

邉　

健　

一

髙　

野　

孝　

一

宍　

戸　

秀　

正

安　

藤　

美
重
子

鈴　

木　

高　

行

平　

間　

竹　

夫

佐　

藤　

ア　

ヤ

佐　

藤　
　
　

實

山　

本　

久　

人

熊　

田　

芳　

子

安　

田　

重　

行

永　

浜　

紀　

次

高　

野　
　
　

進

島　

田　

金　

一

安　

細　

隆　

之

岩　

佐　

信　

一

議案第３号 亘理町監査委員条例の一
部を改正する条例 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第４号 亘理町個人情報保護条例
の一部を改正する条例 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第５号
亘理町特別職の職員で常
勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部を改
正する条例

3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第６号 亘理町工業用地等造成事
業特別会計条例 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第７号 わたり温泉鳥の海運営基金
条例の一部を改正する条例 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第８号 亘理町介護従事者処遇改
善臨時特例基金条例 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第９号 亘理町介護保険条例の一
部を改正する条例 3/6 19 18 17 1 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第10号
岩沼市、亘理町、山元町
視聴覚教育協議会の廃止
について

3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第11号 宮城県市町村自治振興セン
ター規約の変更について 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第12号 町道の路線廃止について 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第13号 町道の路線認定について 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第14号 平成20年度亘理町一般会
計補正予算（第６号） 3/6 19 18 18 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第15号
平成20年度亘理町国民健
康保険特別会計補正予算

（第４号）
3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第16号
平成20年度亘理町奨学資
金貸付特別会計補正予算

（第１号）
3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第17号
平成20年度亘理町公共下
水道事業特別会計補正予
算（第３号）

3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第18号 平成20年度亘理町老人保健
特別会計補正予算（第１号） 3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第19号 平成20年度亘理町介護保険
特別会計補正予算（第３号） 3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第20号 平成20年度わたり温泉鳥の海
特別会計補正予算（第３号） 3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第21号
平成20年度亘理町後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第22号 平成20年度亘理町水道事
業会計補正予算（第４号） 3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第23号 委託契約の変更について 3/6 18 17 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第24号 平成21年度亘理町一般会
計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第25号 平成21年度亘理町国民健
康保険特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第26号 平成21年度亘理町奨学資
金貸付特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第27号 平成21年度亘理町公共下
水道事業特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第28号 平成21年度亘理町老人保
健特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第29号 平成21年度亘理町土地取
得特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第30号 平成21年度亘理町介護保
険特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第31号 平成21年度亘理町介護認
定審査会特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第32号 平成21年度わたり温泉鳥
の海特別会計予算 3/19 20 19 16 3 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

議案第33号 平成21年度亘理町後期高
齢者医療特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第34号 平成21年度亘理町工業用地
等造成事業特別会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第35号 平成21年度亘理町水道事
業会計予算 3/19 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第36号 平成20年度亘理町一般会
計補正予算（第７号） 3/11 20 19 19 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第37号 教育委員会委員の任命に
ついて 3/19 20 19 19 0 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

平成21年３月　第14回定例会　議案等の審議結果
○：賛成　　×：反対　　議：議長　　欠：欠席　　退：退席　　除：除斥　　無記名投票：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

３月定例会
傍聴者アンケートの
一部を紹介します

傍聴者数 20人
アンケート回答者数 12人
アンケート回答率 60％

意見・要望等
・熱い気持ちが伝わってくる議員もいました。
・通告者の時間を事前に発表してほしい。
・質疑は通告案件のみなので不満。
・話し合いの活発さに欠けるところもありました。
・町長以外に担当課長の答弁も聞きたかった。
・町長の説明は明確だった。
・答弁は町長が多かったが、各課長の声をもっと聞きたい。
・今起きている社会問題が話題になっていないので物足りなさを感じました。

ご協力ありがとうございました

問．あなたの年齢は（回答率　100％）

問．傍聴した感想は
　①審議内容（回答率　100％）

問．一般質問について
　①審議内容は（回答率　100％）

問．あなたの性別は（回答率　92％）

　②質疑について（回答率　92％）

　②議論について（回答率　100％）

30歳未満
17％（2人） 50～59歳

8％（1人）
男　性
73％（8人）

女　性
27％（3人）

わかりやすい
83％（10人）

活発である
36％（4人）

もの足りなさを
感じる
55％（6人）

わかりにくい
17％（2人）

60～69歳
17％（2人）

70歳以上
58％（7人）

わかりやすい
92％（11人）

わかりにくい
8％（1人）

わかりにくい
9％（1人）

非常に活発である
17％（2人）

普通である
83％（10人）
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見事100キロマラソンを
完走した松本さん

編
集
後
記

100キロマラソンへのチャレンジ
松本　岸雄 さん（下郡）


